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問 

池
田
町
の
婚
姻
率
は
全
国
平

均
よ
り
低
い
傾
向
と
あ
る
が
、

町
の
結
婚
相
談
の
現
状
と
今
後

の
方
策
は
。

答 

町
内
在
住
の
未
婚
者
は
地
元

で
の
結
婚
相
談
は
敬
遠
す
る
傾

向
が
あ
り
、
逆
に
町
外
の
登
録

者
が
多
い
。
今
後
は
大
手
の
民

間
企
業
に
委
託
し
て
全
国
の
中

か
ら
結
婚
相
手
を
紹
介
し
て
い

た
だ
く
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

問 

総
合
戦
略
骨
子
（
案
）
に
掲

げ
ら
れ
た
事
業
の
開
始
年
度
と

優
先
順
位
は
。

答 

こ
の
事
業
は
ア
イ
デ
ア
工
房

や
池
女
会
で
議
論
を
尽
く
し
た

内
容
で
、
今
ま
で
の
懸
案
事
項

で
あ
る
。
事
業
の
優
先
順
位
は

付
け
ず
、
出
来
る
こ
と
か
ら
全

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。
し
か

し
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
関
係

課
職
員
の
負
担
が
多
く
な
る
た

め
、
予
算
措
置
し
な
が
ら
専
門

業
者
や
外
部
委
託
も
検
討
し
て

い
る
。

問 

大
都
市
で
は
大
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
折
、
参
加
者
の
ご
み

は
持
ち
帰
ら
な
い
で
と
呼
び
掛

け
、
翌
日
に
職
員
が
収
集
し
て

い
る
。
大
津
谷
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
利
用

者
が
あ
り
、
ご
み
を
捨
て
て
い

く
が
、
必
要
経
費
と
し
て
利
用

者
か
ら
使
用
料
を
収
入
で
き
な

い
の
か
。

答 

冬
季
で
も
テ
ン
ト
を
張
ら
れ

年
間
を
通
し
て
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
モ
ラ
ル
の

あ
る
方
の
利
用
者
が
多
い
。
現

在
は
公
園
管
理
人
が
早
朝
か

ら
、
ご
み
収
集
し
良
好
な
環
境

整
備
に
努
め
て
い
る
。
仮
に
使

用
料
を
徴
収
す
る
と
管
理
責
任

も
発
生
す
る
た
め
現
状
の
体
制

で
努
力
し
て
い
く
。

○
審
査
案
件
…
養
老
鉄
道
活
性

化
協
議
会
等
に
つ
い
て
（
経

過
報
告
） 

問 

経
過
報
告
は
聞
い
た
が
、
養

老
鉄
道
存
続
に
つ
い
て
話
が
進

ま
な
い
原
因
は
何
故
か
。

答 

沿
線
市
町
の
足
並
み
が
揃
っ

て
い
な
い
と
い
う
疑
念
を
持
た

れ
る
な
ど
、
こ
こ
数
ヶ
月
の
間

は
体
制
づ
く
り
に
奔
走
し
た

が
、
８
月
21
日
に
は
活
性
化
協

議
会
を
開
催
し
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
８
月
31
日
に
は
幹
事
会
も

開
催
さ
れ
、
検
討
を
進
め
る
体

制
が
整
っ
て
き
た
。
各
種
の
課

題
事
項
に
対
す
る
検
討
は
、
こ

れ
か
ら
議
論
を
行
っ
て
い
く

が
、
８
月
５
日
の
要
望
に
対
す

る
近
鉄
か
ら
の
回
答
書
は
経
費

や
負
担
金
の
問
題
な
ど
核
心
的

な
事
項
が
な
い
。
今
後
は
岐
阜

県
の
担
当
者
も
幹
事
会
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
検
討
を
進
め
る
。

又
、
今
後
の
方
向
性
を
示
す
回

答
書
の
期
限
は「
今
年
の
12
月
」

か
ら
「
来
年
の
３
月
」
ま
で
と

変
更
に
な
っ
た
が
、
沿
線
市
町

の
負
担
額
や
近
鉄
と
の
交
渉
な

ど
本
格
的
な
議
論
や
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。

※
委
員
よ
り
資
料
を
精
読
す
る
期

間
が
必
要
と
の
発
言
が
あ
り
、

今
回
の
審
査
案
件
に
つ
い
て
は

「
継
続
審
議
」と
な
り
ま
し
た
。
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